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テーマ 「伏見の観光とまちづくりJ

～Piers'n Peers代表 藤崎壮滋氏を迎えて～

.nL念すべき第 l FI伏見講座 9′ 17(月 )に ■k,この観光た■ちづくりJをテーマ

|こ Pier゛n'Pecrs代 表の藤崎壮 l・ 氏に、ご請演していただいた.

藤崎Llは  1974年 の「葉県市川市生まれで 京都に自身のお店である Picrs'

■Peersを構えるヽでは、海外で貿易業等を営んでいた.

2012′ 9′ 1714:00‐-16:30

場〕i:伏見区役所第 5会議室

参力Π者 17名

とい練 り小く「伏見時代

IF.在、藤崎itは Pierヾ n'Peers(以下、■アにアと略記)を l■ 点として株々な

活動を行なつている。しアピアにおけるナロンFF動、l■ 兄の■,を 1■々な時代衣装を■

扮装パ レー ドJな どを企画され活発に活Ittさ れている.

藤崎氏は自身がビア lイアに込める想いをこう語る。「Pier♂ n'Peersの 最初の Pierには桟橋という意味があ

り、ψtの Pcerには仲間という意味があり■す。りヽ見の■1しはかつて坂木龍馬をはじめ多くの志を 1,つ た偉人

たちがらFけ l・ けた交易浜であり 港であったという土地の記憶を喚置  まちづくり仲Fn3● ぃう同,とた |,と と

t,に新しい伏見の文化を lp出 させる基地にしたい。そうt´た想いを二つのビアにかけてい
=す =.

藤崎氏は自分のまちづくりに掛ける想いのモチベーンョンについて語つてくれた。それは第 に、「l■ 兄と

いう街に出会つてしまったことJだ。大学院進学に‖|い、京 1辰沿l・7で大学に通えるアパー トを探していたとこ

ろ 活気のある商店が
'「

び、豊臣秀占が作つた街 あるいはrr木青ヒ需がTけた街という歴 tを感じさせる伏見

の作|こ出会つたという.

次にそのイ
't兄

でや りたいこ|と して
―
観光をてこに伏見を日本一歩いて楽しい街にJと いう日標を掲 十た。

これを達成するためのIITtt L tて  理もれている伏見の歴史 文イヒ 景観 自然などの魅力を掘 り起こしてい

くこと、中心市街ナLの活性化と「歩くまちJ化、l■見に住ハ′でいる人々に誇りを持たせること また特有の秋

い通路を我が ,,の顔でiこ り抜ける自動中の抑制など.藤崎氏の言う 1観 )ヒをてこに_と は 単に伏見の観光地

化を日指すというわけではなく 観光地化、あるいは住パ′でいる人に 1,訪れる人にも楽しメ′でもらオるような

よちづくりを通 じて街を元気にするため

“

)手段なのだ。

最後に藤 l・ 氏は ビアビアを通したサコン活動 音楽 民芸品、工芸品など

を増やしてより1い店づくりをしていきたいと語る.氏
'こ
うした活動をよと

めて「ソーシャルファシリテーションJと 言い ビアヒアに集う同志たちが相

互に助け合い有機||につたがることによつて、よりよく社会 と交わつていくこ

と■語ってくれた.

講演会後に沐崎氏を交えて行われたディスカッションでは 伏見の街に様々

なЛ多で関わる人々|`よ つて活発な議論がなされた.商 I片街とビアビアとの関係 久我の社 羽東師のまらおこ

しについて様々な話題が飛び交つた。ここに全て書くことはできないが まちゼ ミで′
'議
論 よ自分の住む街を

大切に思 う人が、こん/1に も多くいるのだと感 じさせてくれる良い概会となつたのではないだろうか.

t貨 :門「  7(Fヒ谷人■ ,



テーマ :「歴史t71ま ち 伏見を感じる !～城下町か
2,宿場町へ～J

晨 コンセプ ト:伏見のまちを巡りながら、まち
の歴史 変遷に思いをはせ、伏兄の歴史を感
じる風景や場所を写真におさめながら探って

ゆく「まち歩きJを行なう。

1'  日「寺:2012/10/7(日 ) 13:00～ 17:30

月兄館 Stard― 観月橋にて仙1仲典見学 →

Aコース ,伏 i不街.口1●1 ,魚二怯 ,仰 ili社
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合流 1企ホL宮  ,00ap伏見区役所

:晰籠』
月見館にて、南光大氏から三 1石■のお話をコー

ビーやIT茶 を頂きながら伺う。

魚三楼

魚三松の表格子に、鳥羽伏見の戦いでrL]Ⅲが被

]Ⅲ した痕跡が残つていた 参加背から,は こん
/1ti生 々しく残つていることに1`き の声が上

がった.

御香官神社

月見館 観月橋付近

資料館→

当日|よ、御香官の祭りであつた.そ こで

観月橋を神興がll・ り 伏見σ
'街
中を練り歩

く前″,光景を見学
`

it■ lt「 1■ lill

■t ili Hlil

11 1:11、 、、、、、 |卜 tlヽ J]l il● ,II,

A∞ば巽
伏見奉行所跡

ここでは、市で隠れた石垣を見てもいい 解説板に
書かれた内容を読んでもt,っ た.ま た、筆者″,Flが

いつも言っていたことを伝えさせていただいた.

|こ んな革ぼう|'う でええたか

当 |よ、二代1子■ 徳川秀忠が長女 千
'臣

の誕生を祝い

御香宮に寄進 t´たといえ,れる千姫神興 (名 つヽのIII間 中R
定公開された)と ,I呑水tl辺 りで簡

"な
解.Lを イ「った

J` は混十Lし ていて大・ Fで した.

伏見薩摩藩邸跡

→
丹波橋 と濠川



B
遠見遮断 。南浜

伏見本行所を■衛するための街路が現在1)rtっ てい

る 油掛通りと 20い ノー トル南。)●石沌りが東●
に平行して走つ いずれも本行所からSOOメ ートル
ほど西 イヽTつ たあたりで竹中町iこ つと交わる.そ こ1■

街路がLi型  Tギ JIに突き当たる遠見遮円i/1術 ,■ |

なつている.商
'「

からはiiく ■で見iЁ +1・  まっすく
攻め嗜,れないようにするためである.

伏見御坊址  四ツ辻の四ツ当 り
i山‖通りの突き当たり。,1ヒ側(FH.在のりt見幼ft

園)に かつて伏見御坊と呼ばれた東本願寺ll見

別Ftがあった.鳥」J伏見の戦いでは、会計藩が

本陣を置いた.その戦災で損傷を受けた胡|十

li 1885年 (明治 18年 )1111て替え t,力 、1990

年 (平成 2年)と,,化 |)た め 角イ体した_現在
lt lLF:、 1童は、大銀イ下川だけが残っている.

蓬莱橋

■た 南浜界限tiは米出
屋 ,IF.l屋 材木F.0屋が卓「

を
'「

′゙ 伏見■仲間
°
と
'17ば

れる蹄 中 心とな‐
→

ここは、物流の中心t山であ

り 多く′)人″,往 1●でにぎ
わった所である.

合流地点

伏見で最も古い神l●,1つで 天太上命 (1,めのふ

たた■の■こと)を市ビ:,(tヽ る 生
"」

時代 1■ つく囁

れた「伏見九郷之図Jにおいて|よ 、金IL■ 1■、御

香宮に,「商
'¬

う1見性をもつていたネ「であることが

う力,う オ`,オtる .

一
宮
¨
Ｌ

一

・ヽ
本一
金

牛治川派流は
'召

和になつて幅 il■め¨れた1が

かつてはい■″,倍ほど′
'幅
を持ち 元禄期に架

橋された,ヒ莱橋という大量橋は全長 70n11,あ

った I,い う.こ の橋は当時1■郭があつた中書島

に入るための1■ -711・ jで

",っ

た.

ⅢI J,さんにお話を聞く

ヽガイ ドとして   ヽ

■た、その図において

は IHL在 御香官′,境内

にわ,る・「 菊石"が、

本段の背後に拙かれて

いることがこ,、 ある部分

で御I官 と重なる1言‖

をt,つ た社で 1ないか

た,,考えられている.
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伏見城″
'城
下町と市場町のイリヽ見を感 じるというこンヤフ トであつたが、実際に皆さんと歩いていると

l■見′
'神
ネと鳥羽伏見υ,戦い。,遺‖、消蔵 1,い うま:=■ りの■いもので I‐ りま l´ た

しかし、わずか 2年 しか存在 tなかっ■イリt見市の痕跡や北政所と淀■の々+を着た■人、月波橋■¨見

たル川の■■   いい写真を撮影して●|すたこ::、 感初1で¬|そ して ガイ ドとli:L Ii]“ つこで
'

真を撮影できなかつたことを,ビの中で悔やス′でい■十("i野浩 i)



ときが流れる くつろぎの空間～

伏見の竜馬通り商店街 この地に OPENして

9月 10日で 3周年を迎えた カフェ「月のとき」

築100年あまりのお茶屋さんの蔵をリノベーションされたおもむきの

ある建物です。一階店頭には 美山の特産物が販売されるコーナ

ーがありその奥にカウンター席。階段を上がると2階は ゆつたり

くつろぎのテーブル席。梁や柱もそのまま活かされ、古いものの中に

'り

新しさが 融合した落ち着いた雰囲気。

メニューは 美山や京北産の新鮮な 野菜 牛早L卵などの食材をたっぶり使ったパスタやオムライス、地元の酒

蔵の酒粕を使つたカレーやスイーツなど、このお店でしか味わえない 豊富なオリジナルメニューです。小松菜を

丸ごと使つた小松菜ジュースや かぼちゃや人参を使つたパフェなど 新鮮な野菜だからこそ 弓暗出せる野菜の旨

味や甘味を活かしたオリジナルスイーツもおすすめです。 またこのお店では、店内のスタッフの方の笑顔が印象

的。社長さんをはじめ、スタッフの皆さんが マニュアル化されていない 生きたコミュニケーションを大切にされてい

ます。 食を通じ人と人が笑顔でつながる そんな場であつて欲しいと社長談。 店内にはグラフィックデザイナー片

倉文恵 さんのデザインされたお店のイメージアートが展示され、人が集う場として ギヤラリーや各種イベント、パ

ーティーなども開催されています。

月 太陽でも星でもない 優しく温かい光が

この街のイメージ…

そんな優しく温かい時間が流れるカフエ「月のとき」

地元の方々に愛され これからの伏見の街の

発展に貢献されていかれます。

～お店情報～ tt“tたち卜事こやt世しヤじ
住所 京都市伏見区中油掛町 108(竜馬通り商店街内)

営業 1000～ 1900月 曜定休日 (月曜日が祝日の場

合は営業)TEL 075-604-6711

URL http:″ vvww tsukino,oki coll■ l
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2回まちゼミ「伏見講話」開催 :

テーマ「開発政策と人口からみる伏見の発展」

講師1大学生 居藤智美 熊野貴文

11月 25日 (日 )1400～ 1030 伏見区役所第5会議室にて

参加費 500円 (茶菓子 資料コピー代)※要申込み
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メール :

電話 ix
Facebook

肺 ■後記】こんにちす. |ま ちビミ通信1記念す^:き初
=で
す.

か?少 しで1)伏見歩き隊の活動を苅って頂■たら■いです.編集

tヽかがだ っ́たでし ょ う

.伏兄歩■隊 tolnolni

申 し込み先

谷日英明

thide31■Oyahoo coip

:  0756038595
「伏見歩き隊Jで検索 |

伏兄区区民活動支lt採択事業の支据を受けてこの広報誌tr lF成 しました.
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